
 

鹿島市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

― 小学生保護者用  ― 
 

《アンケートご協力についてのお願い》 

皆様には、日頃より市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

  

 さて、幼児期の学校教育・保育や地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するための「子

ども・子育て支援新制度」が平成 27 年 4 月からスタートし、「鹿島市子ども・子育て支援事業

計画（平成 27年度～平成 31年度）」に基づき、さまざまな事業を行ってきました。 

 平成 32 年度(2020 年度)からの新たな計画を策定するにあたり、鹿島市の幼児期の学校教

育・保育をはじめとするさまざまな子ども・子育て支援策を、いつまでに、どのように、どの

くらい提供していくかなどについて参考にするため、現在子育てをされているご家庭の現状や

子ども・子育て支援サービスの利用希望に関するアンケート調査を実施することといたしまし

た。 

 この調査は、市内にお住まいの就学児のお子さまの中から選ばせていただき、ご協力をお願

いするものです。ご回答いただいた調査内容について、回答者個人が特定されたり、他の目的

に利用したりすることは一切ございません。 

 

ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

平成 31年 1月 

鹿島市長 樋口 久俊 

 

① 特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

② アンケートには、お子さんの身の回りの世話などを主にしている保護者の方がご記入く
ださい。 

③ ご回答は、選択肢に○を付けてお選びいただく場合と、数字などを具体的にご記入いた
だく場合がございます。 

④ 設問または回答した選択肢によっては、一部の方だけに回答をお願いしている設問があ
ります。その場合は説明文、矢印等にしたがってお答えください。 

⑤ “〇”をつける数については、“（１つに〇）”、“（あてはまるものすべてに〇）”などの案

内がありますので、設問ごとの案内にしたがってください。 

※選択肢「その他」に“〇”をした場合、具体的な内容を〔  〕内にご記入
ください。 

⑥ ご記入がすみましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて頂き、 

2月22日(金)までに小学校へ提出をお願いします。 

この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 

鹿島市役所 福祉課 社会福祉係 
〒849-1312 鹿島市大字納富分 2643-1 

電話：0954-63-2119(受付時間：平日 8:30～17:00) 

 

※ご記入にあたってのお願い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ご回答いただいた内容(施設や事業の利用状況・利用希望など)が、実際の施設や事業の利用

の可否などに影響することはありませんので、将来の利用希望を変更していただいて構いません。 

子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）に基づく新たな子ども・子育て支援の制

度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）は、以下のような考え方に基づいて

います。 

● 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに

成長することができる社会を実現することを目的としています。 

● 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒

の安定や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力

の獲得、学童期における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個

性ある存在として認められるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要で

す。子ども・子育て支援新制度は、社会全体の責任として、そのような環境を整備す

ることを目指しています。 

● 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての

第一義的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすこ

とや、子育ての権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。地域や

社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じ

て、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成

長を支援し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支

援を目指しています。 

 

回答するにあたってお読みください。 

子育て家庭 

調査の依頼と調査票の送付 

子育て家庭への支援事業等の 

利用状況や希望等を記入・返送 

調査等によって把握された利用希望等を考慮

して事業計画として策定します。 

子ども・子育て支援事業計画(５か年計画) 

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について  

・量の見込み(現在の利用状況+利用希望) 

・確保方策(確保の内容+実施時期)を記載 計画に基づ 

いて整備 

いただいたご回答は子育て支援の充実に生かされます。 

鹿島市子ども・子育て会議 

鹿島市 

保育園 

認定こども園 

幼稚園  

小規模保育 

家庭的保育等 

放課後児童クラブ 

地域子育て支援拠点事業等 
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お住まいの地域についてお伺いします。 

問1．お住まいの地区(小学校区)を教えてください。（１つに〇） 

１．鹿島地区 

５．浜地区 

２．明倫地区 

６．北鹿島地区 

３．能古見地区 

７．七浦地区 

４．古枝地区 

 

 

 

お子さんとご家族についてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

問2．お子さんの生年月と学年をお聞きします。 

平成（   ）年（   ）月生まれ  （        ）年生 

問3．お子さんに兄弟姉妹は何人おられますか。お子さんを含めた人数をお答ください。 

お子さんの人数 （    ）人   

問4．あなたは、お子さんからみて、続柄は何ですか。（１つに〇） 

１．母親 ２．父親 ３．その他〔      〕 

問5．あなたに配偶者はいらっしゃいますか。（１つに〇） 

１．いる ２．いない 

問6．お子さんの子育てを主にしている方はどなたですか。（１つに〇） 

※続柄はお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母ともに 

４．主に祖父母 

２．主に母親 

５．その他〔     〕 

３．主に父親 
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お子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。 

問7．現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。 

（①父親、②母親それぞれあてはまる欄に〇、選択肢によっては日数や時間等も回答） 

※家を出る時間と帰宅時間は２４時間制(分単位を切り捨て)でお答えください。〈例：１８時〉 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をお答えください。 

※ひとり親家庭の場合は①または②のあてはまる方のみお答えください。 

※フルタイムとは、常勤・非常勤に関わらず週５日程度かつ１日８時間程度の就労のこと。 

※パート・アルバイト等とは、フルタイム以外の就労のこと。 

 ①父親 ②母親 

１．フルタイムで就労している ⇒ 右に記入後、問 8 へ   

 ◆就労日数は１週あたり何日ですか。 日/週 日/週 

 ◆就労時間は１日あたり何時間ですか。 時間/日 時間/日 

 ◆家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 時 時 

 ◆平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 時 時 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

⇒ 右に記入後、問 8 へ 
  

 ◆就労日数は１週あたり何日ですか。 日/週 日/週 

 ◆就労時間は１日あたり何時間ですか。 時間/日 時間/日 

 ◆家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 時 時 

 ◆平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 時 時 

３．パート・アルバイト等で就労している 

⇒ 右に記入後、問 7-1 へ 
  

 ◆就労日数は１週あたり何日ですか。 日/週 日/週 

 ◆就労時間は１日あたり何時間ですか。 時間/日 時間/日 

 ◆家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 時 時 

 ◆平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 時 時 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業

中である ⇒ 右に記入後、問 7-1へ 
  

 ◆就労日数は１週あたり何日ですか。 日/週 日/週 

 ◆就労時間は１日あたり何時間ですか。 時間/日 時間/日 

 ◆家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 時 時 

 ◆平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 時 時 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない  

⇒ 右に記入後、問 7-2 へ 
  

６．これまでに就労したことがない⇒ 右に記入後、問 7-2 へ   
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問 7で「3」または「4」に○をした方にお伺いします。 

問7-1．フルタイムへの転換希望はありますか。（①父親、②母親ごと１つに〇） 

※ひとり親家庭の場合は①または②のあてはまる方のみお答えください。 

 ①父親 ②母親 

1．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある   

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない   

3．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望   

4．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい    

 

問 7で「5」または｢6」に○をした方にお伺いします。 

問7-2．今後の就労希望はありますか。（①父親、②母親ごと１つに〇） 

※「２．1 年より先、一番下の子どもが～」を選択した場合、対象のお子さんの具体的な年

齢を（  ）内にお答えください。 

※ひとり親家庭の場合は①または②のあてはまる方のみお答えください。 

 ①父親 ②母親 

1．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）   

2．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労

したい  ⇒ 問 7-3 へ 
  

3．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ⇒ 問 7-3 へ   

 

問 7-2で「2」または「3」に○をした方にお伺いします。 

問7-3．就労希望の形態はどのようなものですか。 

（①父親、②母親ごと１つに〇、選択肢によっては日数等も回答） 

※ひとり親家庭の場合は①または②のあてはまる方のみお答えください。 

 ①父親 ②母親 

1．フルタイム   

2．パートタイム、アルバイト等   

 ◆希望する就労日数は１週あたり何日ですか。 日/週 日/週 

 ◆希望する就労時間は１日あたり何時間ですか。 時間/日 時間/日 
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お子さんの放課後などの過ごし方についてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。 

問8．お子さんは、小学校の放課後(平日の小学校終了後)を、どのような場所で過ごしていますか。 

（あてはまるものすべてに○）   

【放課後児童クラブとは】  

保護者が就労などにより昼間家庭にいない児童（１～６年生）を対象に、指導員の下、

放課後の生活の場を提供する事業です。事業の利用にあたっては、一定の利用料がか

かります。 

 

平日の居場所 低学年（１～３年生） 高学年（４～６年生） 

１．自宅  週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

２．祖父母や友人・知人宅  週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

３．習い事 

（ピアノ、学習塾、スイミング） 

 週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

４．放課後児童クラブ（公営） 

 

 週（   ）日くらい 

⇒ 問8-1 へ 

 週（   ）日くらい 

⇒ 問8-1 へ 

５．放課後児童クラブ（民営）  週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

６．ファミリー・サポート・セン

ター（会員登録した地域住民が

子どもを預かる事業） 

 週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

７．クラブ活動 

（野球、サッカー、バレーなど） 

 週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 

８．その他 

（図書館、エイブル、公園など） 

 週（   ）日くらい  週（   ）日くらい 
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問 8で「4」に○をした方にお伺いします。 

問8-1．現在、通っている放課後児童クラブに対してどのように感じていますか。 

（①～⑧、★総合的な満足度それぞれ１つに○） 

 
大変 

満足 

ほぼ 

満足 

やや 

不満 

大変 

不満 

①施設・設備 1 2 3 4 

②利用できる曜日や時間 1 2 3 4 

③職員などの配置状況（人員体制） 1 2 3 4 

④子どもへの接し方・指導内容 1 2 3 4 

⑤病気やケガの時の対応 1 2 3 4 

⑥保護者への情報伝達 1 2 3 4 

⑦事故防止や災害時避難などの安全対策 1 2 3 4 

★総合的な満足度 1 2 3 4 

 

  

お子さんが病気の際の対応についてお伺いします。 

問9．先月までの１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはあります
か。（１つに〇） 

１．あった ⇒ 問9-1 へ ２．なかった ⇒ 問10へ 

問 9で「1」に○をした方にお伺いします。 

問9-1．その対処方法とそれに要した日数は何日でしたか。あてはまる番号すべてに○をつけ、
それぞれの日数をお答えください。 

※半日程度についても 1日としてカウントしてください 

１．就労している父親が仕事を休んだ （   ）日  

２．就労している母親が仕事を休んだ （   ）日  

３．就労していない保護者が子どもをみた （   ）日  

４．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて 

もらった 

（   ）日 

５．病児・病後児保育を利用した （   ）日 

６．ベビーシッターを利用した （   ）日 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた （   ）日 

８．その他〔               〕 （   ）日 
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問 9-1で「1」または「2」に○をした方にお伺いします。 

問9-2．その際、できれば病児・病後児保育を利用したいと思いましたか。（１つに〇）  

また、施設を利用したいと思った日数をお答えください。 

※病児・病後児保育の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の

受診が必要となります。 

１．できれば利用したかった      （  ）日 

２．利用したいとは思わなかった 

 

         

 

子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。 

問10．下記の①～⑦のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。利用したこと
があるサービスについては満足していますか。また、今後利用したいと思いますか。 

（サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、１つに〇） 

サービスの種類 

Ａ 

知っている 

Ｂ 

利用したこと

がある 

  Ｃ 

今後、利用 

したい 

Ｂ－１ 

満足している 

①子どもの医療費助成 はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②各種予防接種 はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③子育て短期支援事業 
（ショートステイ、トワイライトステ
イ事業） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④学校などでの教育講習会 
（食育やいじめ対策など） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤親子による交流・自然体験学習など
の生涯学習事業 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥家庭相談室 はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦その他
〔              〕 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 

※ショートステイ：保護者の病気や出張などにより、家庭において子どもを養育することが一時的

に困難になった場合、児童養護施設等で一定期間、養育・保護を行います。 

 トワイライトステイ：就労等の理由により休日・夜間に保護者が不在となる家庭の児童を、児童

養護施設等で保護し、生活指導、食事の提供等を行います。 

 鹿島市ではどちらも済昭園（嬉野市）に委託しており、事業の利用にあたっては利用料がかかり

ます。 

 

 

 

 

 

もう少しあります。 

よろしくお願いします。 
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ファミリー・サポート・センターの利用状況についてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。 

問11．現在、ファミリー・サポート・センターを利用していますか。（１つに〇） 

※ファミリー・サポート・センターとは 

会員登録をした地域住民が、子どもの一時預かり・送迎を行います。 

事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

鹿島市では、市民交流プラザ「かたらい」4階に設置しています。 

1．利用している 2．利用していない ⇒ 問11-1へ 

 

問 11で 「2」 に○をした方にお伺いします。 

問11-1．利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

 １．利用する必要がない 

２．利用したいが、事業の制度・利用の方法が分からない 

３．利用したいが、早朝・夜間等の時間帯の条件が合わない 

４．利用したいが、活動区域の条件が合わない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．事業の内容を知らなかった 

７．その他〔                            〕 

 

 

子育てへの思いについてお伺いします。 

すべての方にお伺いします。 

問12．子育ての「楽しさ」や「喜び」を感じるのはどのようなときですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．成長を感じた 

２．一緒に遊ぶ、お出かけ 

３．満面の笑みや、無防備な寝顔をみたとき 

４．自分（回答者）を頼ってくれる 

５．新しい発見がいっぱいある 

６．ごはんをおいしそうに食べてくれる 

７．おしゃべりや、発展的な会話ができるようになった 

８．自分の世界が広がった 

９．その他〔                              〕 
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問13．お子さんについてどのような不安や悩みを持っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．発育・発達について         ２．健康状況（病気がちである）  

３．食事や栄養             ４．教育 

５．しつけ               ６．子どもとの関わり方 

７．友達づきあい            ８．登園拒否・不登校などの問題について 

９．特にない             １０．その他〔           〕 

 

 

問14．子育てをする上で、どのような不安や悩みを持っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．家族の協力が少ない 

２．夫婦や家族で子育てに関する意見が合わない 

３．子どもを叱りすぎたり、世話をしなかったりしてしまう 

４．自分のやりたいことが十分にできない 

５．経済面（出費がかさむ） 

６．子どもとの時間を十分にとれない 

７．子育てによる疲れが大きい 

８．住居・間取り 

９．特にない 

１０．その他〔                              〕 

 

 

問15．子育てについて不安に思ったり、困ったりすることやわからないことがある場合、だれに(どこ)に

相談されますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．親族（親・きょうだいなど）     ２．近所の人・知人・友人 

３．職場の人              ４．幼稚園・保育所・認定こども園・学校 

５．病院                ６．市役所 

７．保健センター（エイブル１階）    ８．子育て支援センター（市民交流プラザ４階） 

９．保健所              １０．民生委員・児童委員 

１１．児童相談所            １２．どこに相談したらいいかわからない 

１３．相談相手がいない         １４．その他〔           〕 

 

 

問16．子育てに関する情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．親族（親・きょうだいなど）     ２．近所の人・知人・友人 

３．幼稚園・保育所・認定こども園・学校 ４．市役所 

５．保健センター（エイブル１階）    ６．子育て支援センター（市民交流プラザ４階） 

７．市の広報やパンフレット       ８．テレビ・ラジオ・新聞 

９．育児書・育児雑誌         １０．インターネット・SNS 

１１．コミュニティー誌         １２．情報の入手手段がわからない 

１３．その他〔                              〕 
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問17．あなたは、子育てに関するサークル、クラブなど自主的な活動に参加していますか。 

（1つに○） 

1．現在参加している  ⇒ 問 17-1 へ 

2．現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい  ⇒ 問 17-1 へ 

3．現在参加しておらず、今後も参加するつもりはない 

 

問 17で「1」または「2」に○をした方にお伺いします。 

問17-1．自主活動をしていくにあたって、行政に行ってほしい支援はどのようなものですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

1．活動場所の提供（場所貸しなど） 

2．情報発信や PRなどに関する支援（掲示板の開放など） 

3．活動時間中の保育サービス（託児など） 

4．活動資金助成 

5．特にない 

6．その他〔                              〕 

 

問18．市内の子どもの遊び場について、日頃感じていることがありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．近くに遊び場がない 

２．雨の日に遊べる場所がない 

３．思い切り遊ぶための十分な広さがない 

４．遊具などの種類が充実していない 

５．不衛生である 

６．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

７．遊具などの設備が古くて危険である 

８．遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊べない 

９．遊び場周辺の道路が危険である 

１０．遊び場周辺に駐車場がない 

１１．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 

１２．特に感じることはない 

１３．その他〔                           〕 

 

問19．市内において子どもと外出する際、困ること・困ったことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．歩道や信号がない、または歩道が狭い通りが多く、安全に心配がある 

２．歩道の段差や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない 

３．トイレがおむつ換えや親子での利用に配慮されていない 

４．授乳する場所や必要な設備がない 

５．小さな子どもとの食事に配慮された場所がない 

６．買い物や育児の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がない 

７．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配である 

８．特に困る・困ったことはない 

９．その他〔               〕 
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問20．今後、行政はどのように子育て支援施策を充実すべきだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．親子が安心して集まれる身近な場、イベントを増やす 

２．子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やす 

３．子育てに困ったときに相談したり情報が得られる場を作る 

４．認可保育所を増やす  

５．幼稚園を増やす 

６．認定こども園を増やす 

７．放課後児童クラブを増やす 

８．緊急時に子どもを一時的に預かるサービス等を整備する 

９．幼稚園や保育所にかかる出費負担を軽減する 

１０．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備する 

１１．多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、公営住宅面にも配慮する 

１２．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかける 

１３．子育てについて学べる場を作る 

１４．特にない 

１５．その他〔                             〕 

 

問21．鹿島市の子育て支援に関するご意見や、子育てに関する思いなどをご自由にお書きください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

大変お手数ですが、同封の返信用封筒に入れ、２月２２

日(金)までに小学校へ提出して頂きますよう、よろしくお

願いします。 


